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論 文 内 容 の 要 旨 
 既設下水道幹線カルバートの土圧 ･ 変形挙動(断面方向)の実態は不明な点が多く, 現行設計法の
実際への適用性も明確でない。また老朽化した既設カルバートを更生した幹線カルバートについても
合理的設計法は存在しない。そこで本論文では, 既設幹線カルバートの常時, 地震時の土圧 ･ 変形
挙動の実態を遠心実験と弾性 FE(有限要素)解析によって明らかにし, 更生後のカルバートの合理的
設計法を提案した。 


























第 5章では, 第 2 章から第 4章で得られた結論をまとめた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 既設下水道幹線カルバートの土圧 ･ 変形挙動(断面方向)の実態は未解明で, 現行設計法の実際へ
の適用性も明確でない。また老朽化した既設カルバートを更生した幹線カルバートについても合理的
設計法は存在しない。 
本論文は, 遠心実験と弾性 FE(有限要素)解析によって既設幹線カルバートの常時, 地震時の土
圧 ･ 変形挙動の実態を明らかにし, 更生後の幹線カルバートの安全性を照査する合理的設計法を提
案している。 
まず, 盛土型埋設された円形, 馬蹄形, 矩形の既設幹線カルバート(更生前)の常時ならびにレベ















 以上のように, 本論文は, これまで明確でなかった既設カルバートおよび更生後のカルバートの
力学挙動の実態を明らかにし, 実態を反映した更生カルバートの合理的な設計法を提案しており, 
地盤工学および埋設管工学の発展に寄与するところが大である。よって, 本論文の著者は博士(工学)
の学位を受ける資格を有するものと認める。 
